
１ "2003センター #

(1)　等比数列 18，-6U3 ，6，…… の第 6 項は 

アイ

 ]
ウ

 

エ

 
 であり，初項か

　ら第 15 項までの奇数番目の項の和は 

オカキク

 

ケコサ

 
 である．

(2)　数列　1，2，2，3，3，3，4，4，4，4，5，5，5，5，5，6，……

　の第 n 項を na  とする．この数列を

　　　　　1 | 2，2 | 3，3，3 | 4，4，4，4 | 5，5，5，5，5 | 6，……

　のように 1 個，2 個，3 個，4 個，…… と区画に分ける．

　第 1 区画から第 20 区画までの区画に含まれる項の個数は 
シスセ

  であり，

　 215a =
ソタ

  となる．

　また，第 1 区画から第 20 区画までの区画に含まれる項の総和は 
チツテト

  であり,

　 1a + 2a + 3a + …… + na )3000 となる最小の自然数 n は 
ナニヌ

  である．

２ "2003センター #

(1)　 5
00 11+3x 2y  を展開したとき， 2x 3y  の係数は 

アイウ

  である．

　 8
6 7+0 1+3x 2y z  を展開したとき，z についての 3 次の項をまとめると，

　　　　 エ  8C
エ  

0 1+3x 2y 3z

　で表される．このとき， 8
0 1++3x 2y z  の展開式での 2x 3y 3z  の係数は 

オカキクケ

  に

　なり，また，z についての 3 次の項のうち，係数の最大のものは

　　　　
コサシスセ

 %
ソ  
x

タ  
y 3z

　である．

(2)　正の整数 a を初項とし，1 より大きい整数 r を公比とする等比数列 66 77na  が 4a =54

　を満たすとき，a=
チ

 ，r=
ツ

  である．

　このとき nS =
=k 1

n

P kka  とすると，

　 nrS - nS =8
テ

 n 9-
ト

 
nナ

 +
ニ

  となる．

　これより， 6S =
ヌネノハ

  である．

センター過去問⑦（数列）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　



３ "2002センター #

(1)　初項が 0 でない等比数列 6 7na  が =+1a 2 2a 0 を満たしている．

　このとき，公比は 

アイ

ウ
 である．

　 =++1a 2a 3a
9

4
 ならば， =++4a 5a 6a

エオ

カキ
 であり，

　 =+++
1

1a

1

2a
……

1

na
57 となるのは =n

ク

 のときである．

(2)　 =nb +pn q で表される数列 6 7nb  に対して，初項から第 n 項までの和を nS  とする．

　 =7b 1， =12S 10 ならば， =p

ケ

コ
， =q

サシ

ス
 であり，

　 =+++1S 2S …… 12S

セソ

タ
 である．

４ "2002センター #

10 項からなる二つの数列

　　　　2，4，6，8，10，12，14，16，18，20

　　　　2，4，8，16，32，64，128，256，512，1024

を横と縦に並べる．それぞれの数列から項を一つずつ選び，積を表にする．次にはその

一部分が書かれている．

204802048
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(1)　太枠内の一番上に現れる数の和 +++4 8 …… 40 は 
アイウ

 である．

(2)　太枠内の一番左に現れる数の和 +++4 8 …… 2048 は 
エオカキ

 である．

(3)　太枠内に現れるすべての数の和は 
クケコサシス

 である．

(4)　太枠内の左上から右下に向かう対角線の部分に現れる数の和を S とすると

　　　　　 =-S 2S -++++･2 2 ･2 22 ･2 32 …… ･2
セソ

2 ･20
タチ

2

　が成り立つので， =S
ツテトナニ

 である．

センター過去問⑦（数列）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　



５ "2001センター #

(1)　数列 6 7na  を次のように定める．

　　　　　 =1a 2， =2a 3， =-+n 2a na 4　  ( =n 1，2，3，……)

　このとき，

　　　　　 =3a
ア

， =4a
イ

， =5a
ウエ

， =6a
オカ

　であり， =40a
キク

 である．また，

　　　　　 =
=k 1

40

P ka
ケコサシ

　である．

(2)　数列 6 7nb  の各項から定数 c を引いて得られる数列は，公比 2 の等比数列である．

　 =3b 7， =4b 11 であるとき，

　　　　　 =c
ス

， =1b
セ

　である．また，

　　　　　 =
=k 1

10

P kb
ソタチツ

　である．

６ "2001センター #

p を 0 でない実数とし，数列 6 7na  の初項から第 n 項までの和 nS  が，

　　　　　 =nS ++-2pn pn p 3

で表されている．このとき，

　　　　　 =1a +p
ア

， =2a
イ

p， =3a
ウ

p

である．

(1)　6 7na  が等差数列のとき， =p
エオ

 であり，

　　　　　 =na +
カキ

n
ク

　となる．さらに，

　　　　　 =
=k 1

10

P 0 1+k 1 ka
ケコサシス

　である．

(2)　6 7nb  を公比 r の等比数列とし，

　　　　　 =1b 1a ， =2b -2 2a ， =3b 3 3a

　とする．このとき，

　　　　　 =r
セソ

， =p
タ

　である．また，

　　　　　 >
=k 1

n

P kb 900

　となる n のうちで最小のものは 
チ

 である．

センター過去問⑦（数列）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　



７ "2000センター #

数列 6 7na  は初項 a，公差 d の等差数列で =13a 0 とし， =nS
=k 1

n

P ka  とおく．また，数列

6 7nb  は初項 a，公比 r の等比数列とし， =3b 10a  とする．ただし，a と r は正の数とす

る．

(1)　このとき， =+a
アイ

 d 0 である．また， =r

ウ

 

エ

 
 である．

(2)　 <nS 0 となるような n のうちで最小のものは 
オカ

  である．

(3)　 =10S 25 のとき， =a
キ

  であり， =
=k 1

6

P kb

クケ

 

コ

 
 となる．

８ "2000センター #

(1)　等差数列 6 7na  に対して， =nS
=k 1

n

P ka  とおく．ここで，初項 =1a 38，第 0 1+m 1  項

　 =+m 1a 5， =+m 1S 258 とする．

　このとき， =m
アイ

  であり，公差は 
ウエ

  である．また， nS  は

　 =n
オカ

  のとき最大となり，その最大値は 
キクケ

  である．

(2)　等比数列 6 7nb  の初項 1b  と公比 r は正の数とし， =nT
=k 1

n

P kb  とおく．この数列 6 7nT

　は =5 2T 4 4T  を満たすとする．

　ここで， =4T 8 9+2r
コ

 2T  であるので，数列 6 7nb  の公比は =r

サ

 

シ

 
 である．

　さらに p を定数とし， =nU +p nT  とおく． =p
スセ

 1b  であるならば，数列 6 7nU

　は等比数列となる．

センター過去問⑦（数列）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　



９ "1999センター #

初項が -100 で公差が 5 の等差数列 6 7 na   の一般項は =na
ア

8 9-n
イウ

 であ

る．この数列を次のように 1 個，2 個， 22  個， 32  個，…… と区画に分ける．

　　　　   1a     2a 　 3a     4a 　 5a 　 6a 　 7a     8a  ……

(1)　m 番目の区画の最初の項を mb  とおくと =8b
エオカ

 であり

　 =++++1b 2b 3b  …… 8b
キクケ

 である．

(2)　6 番目の区画に入る項の和は 
コサシス

 である．

10 "1999センター#

(1)　初項 a，公差 d の等差数列 6 7 na   に対して， =nS
=k 1

n

P ka  とおく．

　このとき =10S
ア

8 9+
イ

a
ウ

d  である．

　ここで =10S -5， =16S 8 が成り立つとき =a
エオ

， =d

カ

キ
 であり，また,

　 1S ， 2S ，…… ， 100S  の中で最小の値は 
クケ

 である．

(2)　初項 15，公比 2 の等比数列を 6 7 nb   とし，正の整数 n を 4 で割ったときの余りを nc

　とする．このとき =+++1c 2c  …… 40c
コサ

，

　 =+++1b 1c 2b 2c  …… 40b 40c
シス

0 1-
   

セソ

2 1  である．

センター過去問⑦（数列）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　



11 "1998センター#

正の偶数を小さいものから順に並べた数列 2, 4, 6, 8, …… について考える．

(1)　連続して並ぶ 5 項のうち，初めの 3 項の和が次の 2 項の和に等しければ，5 項のう

　ちの中央の項は 
アイ

 である．

(2)　連続して並ぶ +2n 1 項のうち，初めの +n 1 項の和が次の n 項の和に等しければ，

　 +2n 1 項のうちの中央の項は +
ウ

2n
エ

n である．

(3)　連続して並ぶ 5 項のうち，初めの 3 項の 2 乗の和が次の 2 項の 2 乗の和に等しけれ

　ば，5 項のうちの中央の項は 
オカ

 である．

(4)　連続して並ぶ +2n 1 項のうち，初めの +n 1 項の 2 乗の和が次の n 項の 2 乗の和に

　等しければ， +2n 1 項のうちの中央の項は +
キ

2n
ク

n である．

12 "1998センター#

二つの等差数列 6 7na  と 6 7nb  に対して =+na 2 nb -5n
7

2
, =na nb +-3 2n 4n

5

4
 が成り立

つとする．ここで， =1a 1 であれば， =1b

ア

イ
 である．このとき，6 7na  と 6 7nb  の

公差をそれぞれ d, e とすれば =+d 2e
ウ

, =de
エ

, =+
d

4
e

オ

 となる.

したがって 6 7na  と 6 7nb  は =na -
カ

n
キ

, =nb -

ク

ケ
n

コ

サ
 で与え

られる数列である．次に， =kc
2

0 1+ka 3

+4 kb 11
 とおくと =

=k 1

n

P kc +

シ

ス

2n n である．

センター過去問⑦（数列）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　



13 "1997センター#

公差 d の等差数列 6 7na  の初項 1a  から第 n 項 na  までの和 nS  を定数 p, q, r を用いて，

=nS ++p 2n qn r  ( =n 1, 2, 3, ……) と表す．このとき，

=p

ア

 

イ
 d, =r

ウ

  である．

特に， =p 2, =q 3 となるのは， =1a
エ

  のときであり，一般項 na  は

=na
オ

 + n
カ

  である．これより

　　 =+++1a 2a 2a 3a …… na +n 1a
n8 9

キク

 + 2n
ケコ

 + n
サシ

 

ス

 

　　 =+++
1

1a 2a

1

2a 3a
……

1

na +n 1a

n
セ

  8 9
ソ

 + n
タ

 

が成り立つ．

14 "1997センター#

初項 7，公比 2 の等比数列を 66 77na  とする．値が 1000 より小さい項のなかで，最大の数は

アイウ

  であり，それは第 
エ

  項である．

初項 13，公差 15 の等差数列を 6 7nb  とする．値が 1000 より小さい項のなかで，最大の

数は 
オカキ

  であり，それは第 
クケ

  項である．

数列 6 7na  にも数列 66 77nb  にも現れる数のなかで，最小の数は 
コサ

  であり，1000 よ

り小さい最大の数は 
シスセ

  である．

センター過去問⑦（数列）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　



15 "2004センター#

(1)　数列 66 77na  を初項 a，公差 d の等差数列とし，数列 66 77nb  を初項 -2，公比 r の等比数

　列とする．

　(i)　 10a =-15， 20a =-45　ならば，a=
アイ

，d=
ウエ

 となる．

　(ii)　 1a = 2b ， 2a = 1b ， 3a = 3b ，r'1　ならば，d=
オカ

，r=
キク

 となる．

(2)　次で定まる数列 6 7nc  を考える．

　　　　 1c =2， +n 1c =- nc + 2n +3  (n=1，2，3，……)

　このとき， 25c - 23c =
ケコ

 であり， 25c =
サシス

 となる．

16 "2004センター#

(1)　整数からなる等比数列 66 77na  が， 1a + 2a =32， 4a + 5a =864 を満たしている．

　このとき， na =
ア

 ･ 
-n 1イ

 であり，

　
=k 1

n

P 0 1-+ka 4k 2 =
ウ

 ･ 
nエ

+
オ

2n -
カ

 となる．  

(2)　分数 
9

37
 を小数で表したときに小数第 n 位に現れる数を nb  とする．すべての自然

　数 n に対して +n pb = nb  となる最小の自然数 p は 
キ

 であり，

　
=k 1

100

P =kb
クケコ

 である．

センター過去問⑦（数列）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　



17 "2005センター#

(1)　c を 0 でない定数とする。数列 66 77na  を

　　　　　 1a =3， +n 1a =3 na -c　00n 11=1，2，3，……

　によって定める。d=
c

ア
 とすると，

　　　　　 +n 1a -d=30 na 1-d 　00n 11=1，2，3，……

　が成り立つ。したがって，
=k 1

8

P ka  を c を使って表すと

　　　　　
=k 1

8

P ka =
イウエオ

-
カキクケ

c　　である。

(2)　数列 6 7nb  を

　　　　　 1b =3， +n 1b = nb +002n 11+3 　00n 11=1，2，3，……

　によって定める。この数列の一般項を nb = 2n +pn+q とすると p=
コ

，

　q=
サ

 である。

　したがって， nb <10000 となる最大の自然数 n は 
シス

 である。

　また，

　　　　
1

1b
=

1

2 8
1

1 9-
1

3
，

1

2b
=

1

2 8
1

セ 9
-

1

4
，……，

　　　　
1

8b
=

1

2 8
1

ソ 9
-

1

10

　となるので 
=k 1

8

P
1

kb
=

タチ

45
 である。

18 "2005センター#

(1)　数列 66 77na  の初項から第 n 項までの和 nS =
=k 1

n

P ka  が

　　　　　 nS =- 2n +24n　00n 11=1，2，3，……

　で与えられるものとする。このとき 1a =
アイ

 ， 2a =
ウエ

  である。

　また na <0 となる自然数 n の値の範囲は n)
オカ

  であり，

　
=k 1

40

P ka =
キクケ

  となる。

(2)　初項 1，公比 3 の等比数列を 6 7kb  とおく。各自然数 n に対して， kb (n を満たす最

　大の kb  を nc  とおく。例えば，n=5 のとき

　　　　　 2b =3， 3b =9 であり 1b < 2b (5< 3b < 4b < ……

　なので 5c = 2b =3 である。

　(i)　 10c =
コ

  であり， nc =27 である自然数 n は全部で 
サシ

  個ある。

　(ii)　
=k 1

30

P kc =
スセソ

  である。

センター過去問⑦（数列）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　



19 "2006センター#

a，b，c を相異なる実数とする。数列 66 77nx  は等差数列で，最初の 3 項が順に a，b，c で

あるとし，数列 66 77ny  は等比数列で，最初の 3 項が順に c，a，b であるとする。

(1)　b と c は a を用いて b=

アイ
 

ウ
 

a，c=
エオ

 a と表され，等差数列 6 7nx  の公

　差は 

カキ
 

ク
 

a である。

(2)　等比数列 6 7ny  の公比は 

アイ
 

ウ
 

 であるから，6 7ny  の初項から第 8 項までの和は，

　a を用いて 

ケコサ
 

シス
 

a と表される。

(3)　数列 6 7nz  は最初の 3 項が順に b，c，a であり，その階差数列 66 77nw  が等差数列であ

　るとする。このとき，66 77nw  の公差は 

セ
 

ソ
 
a であり，6 7nw  の一般項は

　 nw =
-

タ
 n

チツ
 

テ
 

a である。

　したがって，数列 6 7nz  の一般項は，a を用いて

　　　　　　　 nz =
a

ト
 0 

ナ
 2n -

ニヌ
 n 1+

ネノ
  

　と表される。

20 "2007センター#

三つの数列 66 77na ，66 77nb ，66 77nc  がある。

(1)　数列 66 77na  は，初項が -27 で，漸化式 +n 1a =3 na +60  00n 11=1，2，3，……  を満た

　すとする。このとき na =
n

ア - イウ  である。

　数列 6 7na  の初項から第 n 項までの和 nS  は

　　　　　　　　　 nS =
エ

オ 0 
n

カ -1- キ  イウ n

　である。また， nS >0 となる最小の自然数 n は ク  である。

(2)　第 n 項が 2 nb + nc  で与えられる数列 662 nb 77+ nc  は，初項が 0 で公差が d の等差数列

　になり，第 n 項が nb -2 nc  で与えられる数列 66 nb 77-2 nc  は，初項が x で公比が r の等

　比数列になるとする。このとき nb + nc  は

　　　　　　　　　 nb + nc =
ケ

コ
d00n 11-1 -

サ

シ

-n 1xr

　と表される。

(3)　数列 66 77na ，66 77nb ，66 77nc  は (1)，(2) を満たすとする。さらに，第 n 項が nb + nc  で与え

　られる数列 66 nb 77+ nc  の階差数列は，数列 66 77na  であるとする。このとき

　　　　　　　　　 na =
ケ

コ
d+

サ

シ
x001 11-r -n 1r

　であるから，(1) より r= ス ，x=
セソタ

チ
，d= ツテト  である。

　したがって，数列 66 77nb ，66 77nc  の第 n 項は，それぞれ

　　　　　　 nb =-

n
ナ

ニ
- ヌネ  0n 1-1 ，  nc =

n
ノ - ハヒ  0n 1-1

　である。

センター過去問⑦（数列）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


